生活衛生豆知識№19

魚介類が関係する諺

日本人は世界で指よりな魚介類を食べる習慣を持つ国民です。そのため、昔から魚介類に関する諺がたくさんあり、日常的に使っていました。そこで、良く使われるものをまとめました。
鰯（いわし）の頭も信心から  ①鰯の頭のようなつまらないものでも、信仰すると、大変ありがたく思える  ②第三者の目ではつまらなくても、信心の対象となれば、大変ありがたくなる（昔は節分の日に、ヒイラギの葉とともに鰯の頭を門口に刺し、魔よけにする風習があった）
鰯七度洗えば鯛の味　①いわしは脂肪が多く生臭い大衆魚だが、よく洗って生臭味をおとせば、鯛並に美味しい魚
鱈（タラ）腹食う  ①（マダラの）旺盛な食欲と膨れあがった腹　②何でもたべる卑しい鱈にたとえて
鯖（サバ）を読む  ①安い魚で得をしようと数をごまかす

秋鯖は嫁に食わすな　①鯖は秋には脂がのって美味になります。嫁に食わせるのは惜しい（姑の根性を云ったもの）
河豚（フグ）を食いたし命は惜しし  ①快楽は得たいが、あとのたたりが恐ろしい

鯉（コイ）の滝登り  ①鯉に滝を登る習慣はない。鯉が登ったとしたら大変なこと

俎板（まないた）の魚（鯉のときもある）  ①絶体絶命の運命

腐っても鯛（タイ）　①質の良いものは、少々いたんでもその本質は残っている。実際に、鯛の身は他の魚に比べると細胞が分解しにくく、鮮度が落ちにくい
トドのつまり  ①出世魚（イナ～ボラ～トド）からでた、最後にはの「たとえ」

グチをこぼす　①ぶつぶつ不平不満をこぼすこと。イシモチの俗称「グチ」はこれから出たらしい（釣り上げると低い音を出す）

秋刀魚（サンマ）が出るとあんまが引込む（サンマが出るとあんまが泣く）　①秋のサンマは脂が乗って栄養価がばっちり。食欲の秋にサンマを食べると元気が出て、あんまにかかる必要もなくなる。
猫に鰹（カツオ）節　①みすみす食べられてしまうのはわかりきっていること。相手に利益を与えて、自分は損をしてしまう。
沖のハマチ　①ハマチは回遊魚。いつやってくるか（釣れるか）わからない。「当てにならない」
鰻（ウナギ）の寝床  ①間口が狭くて奥行きの深い建物などの「たとえ」

蟹（カニ）の横這い  ①はたから見れば不自由そうだが、本人はそのほうが楽である

鯨（クジラ）にしゃちほこ（鯱）  ①つきまとって害をなすものの「たとえ」

蛸（タコ）に骨なし水母（クラゲ）に目なし  ①当然なこと、わかりきったこと

蛸は身をくう  ①財産をだんだんと食い減らすようなことはめったに無い。病気になった時くらい。

ぎょすい（魚水）  ①離れられない関係にあるたとえ　②夫婦の関係

漁夫（ぎょふ）の利  ①両方〔シギ（鳥）とハマグリ（貝）〕の争っているすきに、第三者（漁師）が骨をおらずに利益を得る

魚は殿様に焼かせよ  ①魚を焼くとき何度もいじると肉がくずれるから、おうような（のんびりした）人が焼くのがよい

ざこね（雑魚寝・雑居寝） ①雑魚のように入り混じって寝ること

目から鱗（ウロコ）  ①ありえないこと　②何かがきっかけになって、急に物事の実態などがよく見え、理解できるようになるたとえ（新約聖書）

魚の目に水見えず、人の目に空見えず　①普段身近にあるものは、どんなに大切なものでもその価値がわかりにくい

海背川腹　①魚の焼き方のコツ。一般的に川魚のように脂肪の少ない魚は、開きにした身の内側を先に焼く。反対に海の魚は皮の方から焼けば、うまく焼ける

塗り箸でナマコをはさむ　①塗り箸ではナマコは掴みにくい。転じて無意味な骨折りをいう。
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